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〈概 要〉

気付 きを深 め るため には,人 とのかか わ りが大切 で はないか と考え,人 とのか かわ りに

目 した学 習活動を工夫 した。 また,そ の活動 にお いて,人 とのかかわ りに関す る支援 を

工夫 し,か かわ りと気付 きの深 ま りを見取 り,指 導 に生か して い くこ ととした。

これ らの ことを もとに,実 践授業 を通 して,か かわ り合 って気付 きを深 ある学習活動 に

っ いて考察 した。

その結 果,か かわ る ことを楽 しみ,か かわ りなが ら気付 きを深 めてい くための学 習活 動

や支援 の工夫が明 らか とな った。
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1研 究 主題 につ いて

「一一一 平成10年度 生活部会研究主題
人 とのかかわ りを通 して気付きが深まる活動の工夫

研 究主題設定の理 由

〈児童の実態か ら〉

子 ど も気付 きは,多 様 な姿 を持 っている。

ク ラ スで 野 菜 を育 て て い た。A子 は畑 に行 って一 人 で 草 と りを して い る。 それ を 見 たB

子 が,「 ど う して草 を と って るの 」と尋 ね る と,A子 が,「 草 を と らな い と野 菜 が 育 た な

いん だ よ 」と話 した。B子 は そ れ を聞 い て,「 そ うか,私 もや って み よ う 」と,一 緒 に 草

を抜 い た。

子 どもたちは,対 象 にかかわ って様々

な ことに気付 く。 しか し,対 象 の存在

に気付 くだけでは気 付 きは深 まった と

は言 えない。 この事例 の ように,ま わ

りの人 と交流 し,コ ミュニケー シ 劃ン

を とる中で,自 分 な りの結論 を出 した

り,納 得 して行動 を起 こ した りす る こ

とが で きるのであ る。

学校 での子 ど もたちの活動 の様子 を

見て い ると,一 人一 人 は子 どもら しく

素直 で,

∵毒 嘱 擁∴豪
鐙

べ多掬 烈
鑑 ～ 櫨 騰 惣 、

盆 唱 触
、灘 藁、・

＼.翫 ＼ 確 歯ゼ
興味 を もった ことに意 欲を もって取 り組 んでいる。 しか し,対 象 と出会 って も,そ こ

か ら気付 いた ことを他 の人 と交流 させた り,課 題 を追究す るために人 とかか わろ うとした りす

る ことが苦手 な子 ど もも多い。 また,放 課後 の子 ど もたちの生活 の様子 を見て いると,数 人 で

一緒 に遊ん でいて も
,会 話 もな くゲームをす るだけだ った り,お もちゃでの一 人遊 びに熱 中 し

た りす る子 ど もなど,か かわ ることに消極的 な姿が見 られ る。

このよ うに人 とうま くかか われない子 ど もが多 くな って きて いるの は,① 都市化の進行 や核

家 族化 などによる地域 での人間関係 の希薄化,② 子 ど もた ちの遊 びや生活の変化 に よる創造 力

や想像力,社 会性,粘 り強 い追究力 などの不十分 な発達 等が大 き く影響 していると考え られ る。

これ らは,本 来遊 びの中で育 ってい くはずの力で ある。

また,生 活科の学習で の子ど もたちの気付 きには,「 ～があ ったよ 」という事物 ・事象 の存

在 に気 付 く段 階で終わ って しまう ものや,気 付 いた ことを 自分の生活 に生かそ うとす る ものま

で,か な り個 人差が ある。教 師か ら見て,活 動の中で もっと友達 や地域 の人 とかかわ る ことが

で きれば,も う一歩活動を発展 させ たり,気 付 きを深 め られ るのではないか と思 われ る こと も

多 い。

今後,少 子 化で単学級 の学 校が増え る傾 向にあ る地域 も多い。子 どもた ちを取 り巻 く人間関
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係 が希薄 にな って い く傾向 は一層進んで い くと思われ る。 そ こで,子 どもたちが進 んで人 とか

かわ りなが ら育 って いける場 を多 くつ くり出 して い くことは,子 どもたちが よりよ く生 きて い

くたあに必要 で ある と考 える。

〈生活科 の課 題か ら〉

子 ど もたちは,あ る時 は教 師 と友達 の姿 か ら,あ る時 は家族や地域 の人 とのふれあいか ら様々

な ことに気付 きなが ら成長 してい る。友達 と協力 し合 って課題 を解決す る体験や,家 族 や地域

の人 と心 を通 わせ合 う体験 は,人 とかかわ りを深 あたいとい う意欲や 自分 とは違 う存在を認め,

受 け入れ る態度 を育 て る。 また,体 験 を共 有 した人 の考 えや思 いにふ れ ることで自分 とは違 う

ものの見方 や考え方があ ることを知 り,気 付 きを深 あ ることもで きる。 つま り,人 とかかわ る

体験 の積 み重 ね は,子 ど もに人 とかかわ ろうとす る意欲 と,幅 広 い気付 きを生 みだす ことにっ

なが る。 ところが,今 までの生活科の取 り組みを振 り返 ってみ ると,必 ず しもこうい った成果

が十分得 られてい ない状況があ る。

その理 由の一 っ と して,人 とかかわ る活動 に継続 的な支援 がで きていな いことがあ る。例 え

ば,基 地 づ くりの活動で,今 まで友達の輪 に入れなか った子 ど もが友達 と一緒に活動できると,

一応 目標 は達 成 したと考えが ちで ある
。 しか し,そ の活 動が終 わ った後,も し教 師か ら何 らか

の働 きかけがあれ ば,も っとその子 とのかか わ りを 日常 生活 に広げ られ た可能性 もある。 また,

町探検 で,グ ループの子 ど も同士 が協力 して計画を立て られ るよ う支援 しよ うと した時,適 切

な支援 がで きず,グ ループによ っては活動が停滞 して しまい,気 付 きの広が りや深 ま りが十分

見 られな いで終わ って しま うとい うこともある。

第二 には,気 付 きを深 めるたあの指導 の基本 にかかわ る問題で ある。具体的 には,

・児童 の気付 きを十分 に見取 れていない。

・長期的 な見通 しを もった活動計画 が立 て られて いない。

・活 動 させ るに とどま っていて,気 付 きの重要性が意識 されて いない。

・個 に対す る継続的 な支援 が十分 にな されていない。

な どで ある。

今,活 動 に対す る子 どもたちの関心 や意欲 を高 める一方 で,子 ど もたちが気付 きを深め,子

ど もたちの生活 にどのよ うに返 してい くべ きなのかが問わ れて いる。

私 たちは,以 上 の ような児童 の実態

とこれ まで の指導 の反 省か ら,人 との

かか わ りを切 り口に して生活科 の活 動

を見直 してい くことが,子 どもた ちの

気 付 きを深 め る支援 のあ り方 を探 って

い くhで 有効 であ ると考える。さ らに,

本研究 をすすめ,気 付 きを深め るよ り

よい活動 づ くりを して い くことが,子

ど もたちの人 とかかわ る力を育 てて い

くことにな ると考 え る。

、w、 黄禰 欄 簸麟囎i翠F箒

1ド掌轡 鵯警 騨撫 避
漕∵ 鰐1

鵡 、 華
・ 訟,ろ ㌦ 鷲 蹴

璽蔑鷲 『
筆駆 く炉葺 葦嚇麟 魅'一 壕

雛
し臓 蜘脚 博

轟 難ジ,
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ll研 究 の構想

〈目指す児童像〉

・人 との か か わ りを 楽 しみ ,進 ん で人 とか か わ ろ う とす る児 童

・活 動 の 中 で 気 付 い た こ とを ,生 活 の 中 に生 か そ う とす る児 童

倉
「 一 一 一 一 〈研 究の方法〉一 一 一 一 丁 一 一 一 一 一〈研究 の内容〉

・文献 や先行研究 か ら 「かかわ り」や 「気 付

き」 の基本 的な考え方について探 る。

・人 とのかかわ りを通 して,気 付 きが深 ま る

学習活動 と支援 につ いて考え る。 また,気

付 きを見取 る方法 を工夫す る。

卜 授業実践樋 して滉 童一人紘 のかかわ
りや気付 きにつ いて考察す る。

気付 きを深 め るた め に,

(1)人 との か か わ りに 着 日 した学 習 活 動 の 工

夫

(2)人 との か か わ りに関 す る支 援 の 工 夫

(3)か か わ り と気 付 きの深 ま りを 見 取 る工 夫

を す る。

一一一
児童 の思 いや願 いを教師 が把握 し,一 人一人 に即 した人 とのかかわ りへ の支援 と見取 った1

気付 きの考察 を繰 り返 して行 うことで,児 童 の気付 きを深 める ことがで きる。i
__」

倉
〈研究の仮説〉

倉
_一=一 《生活部会研究主題》

人 とのかかわ りを通 して気付 きが深 まる活動 の工夫
ー1

」

一 介一
「一 二τ τ 〈児童の鶏 〉一 一一

。一人 一人 は興味 を もった こと に意欲 を もっ

て取 り組 め る。

・友 達 とか か わ る こ とが 苦 手 な 子 ど もが 増

え て い る。

・地 域 社 会 で の 人 との か か わ りや 友達 との

遊 び の 中 で,社 会 性 な どが 十 分 に培 わ れ

ず に育 つ 子 ど もが 多 い。

・児 童 の気 付 き に は個 人 差 が あ る。

・気 付 きの 多 くが 「～ が あ る」 「～ を見 つ

け た よ」 と い った,事 実 認 識 の段 階 で 終

わ って しま う。

・児童の気付鎌 螺 れていない.「

・長期的 蜆 通 しを も・た活動計 画が立 て1

られ て い な い。

・活 動 さ せ る こと に と ど ま って い て ,気 付1

きの重 要 性 がV分 意 識 さ れ て い な い。i

l

咽 に対する繍 的破 援掛 分1こな さ剃

て い な い 。
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皿 研究の方法と内容

1方 法

(1)文 献や先行研究 か ら 「かかわ り」や 「気付 き」 につ いての基本的な考え方を探 る。

(2)人 とのか かわ りを通 して気付 きが深 ま る学習活動 と支援 につ いて考え る。 また,気 付 き

を見取 る方法 を工夫 す る。

(3)授 業実践 を通 して,児 童一人一人 のかかわ りや気付 きにつ いて考察す る。

2内 容

気付 きを深 めるために, (1)人 とのかかわ りに着 目 した学習活動 の工夫

(2)人 とのかかわ りに関す る支援 の工夫

(3)か かわ りと気付 きの深 ま りを見取 る工夫

]
.

。

]

るすを

(1)人 とのか かわ りに着 目 した学習活動 の工夫

学習過程 を構成 す るときに,教 師の思 い とともに,児 童 がかかわ りを もちたい とい う願

いを もて るよ うな学 習活動 を工夫す る。 また,児 童 が必要 とす る人 とのかかわ りを想 定 し

て,可 能 な限 り,そ の人 とのかかわ りが もて るよ う計画 す る。

「教 えて もらいた い」 「話 が したい」「わか った ことを伝 えたい」 「一緒 に楽 しみ た い」

などの児童 の願 いと教 師の願 いが重 な り合 った時,児 童 に とって意 味のあ るかかわ りが生

まれて くる。 また,人 に着 目 した学 習活動を計画 す る時に は,児 童が授 業の中で,人 とど

のよ うなかかわ りを もち,人 々が どの ような役割 を もって授 業に参加 して もらうか は,単

元 に応 じて変わ って くる。

そ こで,人 とのかかわ りを考え るとき,児 童 の気付 きを深 め るために は以 下の よ うな視

点 で活動 内容を構成 す る必要 があ ると考え る。

○かか わる人

児童 に とって まず身近 な学 校内の人 とのかかわ りを大切 にす る。 さ らに児童 の まわ りに

は様 々な人が存在 して いることに気付 くように し,必 要 に応 じてかかわ りを もたせ たい。

かかわ る人が クラスの友達や家族 の ように身近 な人 な らす ぐ活動 に入 って いけるが,あ

ま り身近 でな い人 とその場でかかわ りを もって気付 きを深 めてい くことは難 しい。児童 の

活動 を単 な るふれあ いに終わ らせ ないた めに,事 前 に相手の ことを知 らせ た り,か か わ る

回数 を多 くした りす ることが必要であ る。 また,単 元終 了後 も継続 的 なや りと りがで きる

よ う計 画 して い くこ と も大 切 で あ る。

ク・スの雄 ・校 内の人・貯 年・家族・幼児 地域 の人 などi

○か かわ りの形 態

児童 が人 とかかわ るとき,児 童 によって は少人数 の方がかかわ りやす い場 合や グループ

でかかわ った方が活動 しやす い場合が あるなど,そ の場 に応 じて対応す る人数を考 えてい

く・

1対11対,」 、数1対 グ ル ー プ1対 全 体 グ ル ー プ対 グ ル ー プ な ど1
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○かかわ りの役割

児童がかか わる人 は様 々で あるが,状 況 に応 じてその役割 は変わ って くる。場 合に よ って は

かか わる人 にあ らか じめその人の役割 を説明 し,児 童 に対応 して もらうことが必 要にな る。

この役割 は固定化 された もので はな く,そ の場 に応 じて変化 してい くこと もあ る。

l

l◇ 教 えて くれ る 人 と して… …児 童 は 自 ら課 題 を 見 つ け た と き,誰 か に教 え て も らお うと し

・ て人 とか か わ りを もち,課 題 を 解決 す る こ とが で き る。

i◇ 共 に活動 す る仲間 と して…瞳1よ 人 と一緒 に活動 す ることによ 。て論 互 いの考え を出

iし 合い,認 め合 い高め合 うことがで き,気 付 きを深め る こと

;が で きる。

i◇ 聞 き手.観 客 と して 児童 は自分 欄 べ たり分か 。た りして まとめた 。とを誰加 こ
1

、 聞 い て も らい受 け とめ て も ら うこ とに よ り,気 付 き を確 か に

1し た り,成 就感 を味わ い意欲 を増 したりす ることがで きる。

i ◇教 えてあげ る人 と して……児童 は,「 誰か に教 えてあげ る」 とい う目的の た めに活動 す

ることで,対 象 に主体的 にかかわ り対象への気付 きを深 め る

ことがで きる。 また,自 分がで きるよ うにな ったことを誰 か

に教 え,相 手が受 け とめて くれ ることで 自分 に自信 を持 ち自

分 への気付 きを深 めて い くことがで きる。

◇ その他 学 習活動 の中で,そ の場 の状況で何 らかの役割 を果 た して く

れ る人 がいる。例 えば,安 全面 を見て くれ る保護者や,た ま

た ま出会 って児童 を励 ま して くれ る人 などであ る。

一一【例】一_.不

r ◇教えて くれる人として

単元名 『おてっだい大 さくせん』

○上ば きあらいをする

(
気

付

き

の

深

ま

り

)

… … お 母 さん(教 え て くれ る人 と して)

・£
て)ミ

『磯 聯 謙1ラシi
L_一_」

ズ
/そ うか。(や ってみ る)＼

㊤ ほん と う によ くお ち るね。

＼勉 あ埜璽2蔓 うし望些 ノ

＼
＼

◇共に活動する仲間として

単元名 『お正月のあそびをしよう』

○ こままわ しをする

㊤ 張瞬!窯薇ジ
＼

、 __,/

(
気

付

き

の

深

ま

り

)

_A、 ん(共 に活動す、仲EhBとして)1

・(や って み せ な が ら)

ひ もを ま く と きゆ び で

1お さえ るん だ よ。1

'

＼

一一6一



◇聞き手 ・観客として

単元名 『町たんけん』

0た んけん発表会をする

1(唖)
戸A

(
気

付

き

の

深

ま

り

)

◇

こ うえ ん に い っ た ら

きい ろ い ち ょ うが い ま した 。

＼ か わ い そ うだか らに が しま した。

t_一 一一.

ク ラ スの 友 達(聞 き手 ・観 客 と して)

⑧ 鯉 》 ほかに繭
ぐ_」 せんで したか。1

工 一___1

/隔 琶み1恥

覧憂璽匝ジ
,万 ど き ど き した け ど,＼'

は 。ぴ 。 うで きた.よ か った。/

逼 んながち。ん ・聞いて・れ・・.ノ

◇教えてあげる人として

単元名 『が っこうたんけん』

O家 の人に学校をあんないする

(
気

付

き

の

深

ま

り

)

/お とうさん
に教え訪 ら,と しか

能2些 こ1'一あるかよく見竺 ン ・

61灘 綴 離 ら.一

お 父 さん(教 え て あ げ る人 と して)

㌦

)

1蓼/一
[一 一一一

[灘懸灘鰍
[躰 を読んでいるの.よ く
　

＼ミ 案 内 で きた ね
。 す ご いね 。

1-_一 一

∴禰蘇∴
こん どか りた 本 を 見 せ よ う。/

ー

ノ
ノ

以 ヒの 「かかわ る人」「かかわ りの役割」 を事前 に想定 し,児 童 の 多様 なか かわ りが生 ま

れそ の子 な りの気 付 きが深 まるよ う活動案の中 に位置付 け,支 援 の視点 を明確 に もて るよ う

に した。 ただ し,「 かか わ りの形態」 にっいては,一 人一人 その場 に応 じて かか わ る人数 が

異 なるので明記 して いな い。

【例】単元r図 書館 に行 こう!」 の活動案

★=か かわ る人,()=役 割,△=支 援,◎=気 付 き

児 童 の 7舌 動 予想 され る気 付 き 言平 価

・自分 た ちで図 書館 に行 こ

う とい う気持 ち にな って

「禰 書館 に行 く計画を立てよ う。(3)1

多 摩 セ ン ター 駅 に 行 っ て 調 べ る。(2)

○多摩センター駅の人にお願 いす る。
10電 車やバスについて調べ る。

料金、発車時刻、所要時間、乗 り場

刈駅で働く人1★ 駅 を利用している刈
(教えてくれる人として)(教 えてくれる人として)

★1クラスの友達lIお 手伝いの保護者1

(共に活動する仲間として)(安 全面を見てくれる)

1 ◎ いろ い ろな人 がい るん

だな。

◎話 しか け られ や った!

◎切 符 は ここで 買 うんだ

な。70円 か 。

◎Aち ゃん は よ く知 って

い る な。

◎ 自分た ち で行 けそ うだ

な。

◎ 駅 の人 っ て よ く教 えて

くれ るな あ。

◎Bく ん は駅 の人 に 質問

したん だ。

・利用 の仕 方 を調 べ よ うと

してい る。

(関・意 ・態)

・調べ る方 法 に気 付 く。

(気)

△駅で働 く人 と事

前に打ち合わせ

を してお く。

△ きっかけを作る

ために一緒に活

動す る。

L/＼ / ＼_ノ ノノー ＼ ノ
一7一



(2)人 とのか かわ りに関す る支援 の工夫

①(気 付 きを深 め るノ三辺藍)-t一岨1三塵 些 人」と璽塑 か 並り盈 閨す る支援 をず 登

一人一人 の 「思 い ・願 い」 を受 けとめた り,「 気付 き」 を見取 った り し,そ れ を もとに

「かかわ り」の適切 な支援 を して い く。 その際に,教 師の思 いや願 い と合 わせ,児 童 の行

動 の様子 や体験 の状況 を考慮 す る。

○児童の体験の状況 ・学級内での行動の様了を考慮する

【・児童の思いや願いを知る

L9墾 窒墾 互__.

1教 師 の 思 いi

iト_一
】

や願 い
1

仁 個に応 じた 「かかわり」に関する支援

… … 人 と の か か わ り 犀

目

1気 付 きの深 ま り

//一 一m'-m
ノ

10友 達とのかかわ りの場を

iつ くり出 していく支援

l

l【 例 】 単元 名 『お 正 月 の あ そ び を しよ う』

iAの 願い 「繍 をはでにかざe,た い。」

瞬.1獅 願い「膿 誓 灘1:論
1ん で活 動 して欲 しい。」

＼

k

(
気

付

き

の

深

ま

り

)

趣 魑にした匝?

<iEee一99・ 雇 相誕 轟 窃房履一1
一__t___一_一___-r_____一__.

… …Bち ゃん(共 に活 動 す る仲 間 と して)

◎

11

)

ト＼

、＼
___、 」L__「一`一 「

1わ た し,大 や す う り の お 店
　 ヒ

i是嵩 ゑるからいつ困

/

Cち ゃん とや った らカ ラ フル に な ったv

○教えてくれる存在に気付 くような支援}

【例 】 単元 名 『の り物 に の って 出か け よ う」

Cの 願 い 「fと も料 金 を 知 りた い。」

教 師 の願 い 「勇 気 を 出 して 駅 員 さん に

聞 い て ほ しい。」

愈 ξ稔瓢 重 巫ひ

鼠 それ紆 どもじ・ない…
2 ド　 コ 　ぼ　 　 　 　 　 　 　 ヤ　　 　 へ

兄 ノ へ　

付 仔 ともはいくらなん轡 う・ ノ

き/T支 援 ここで見ているから駅員さ

の ＼ んに聞いてごらん
。!

L_._一__________,一_
深

ま ズ'`'"『 、・

りr・ とものお金はいくらですか。1
＼_ __一__幽_.『,_一____噛__.・

)

…… 駅 員 さん(教 え て くれ る人 と して)

　 ロ 　 　 コ　コ　　 ロ 　　 　 ロ　 ロ 　　

量 工1盤∴1
/あ りが と うご ざ い ます

。

∵ 〔 じ・ あ・60翫 ・ ・
㌔

.か ん は ん を よ く見 る とわ か るん だ ね 。/
、__一一一_一一_一_一_______ノ

一__

一 一8-一



★ 人 とのかか わ り方へ の技能面で の支援 ・

人 と共感的 にかかわ るこ とで その人か ら様 々なことを学 び,気 付 きを深 めてい くことがで き

ると考え るが,児 童 によって は,人 とのかかわ り方(技 能 的な こと)が 分 か らなか った り体験

が少 ないた めに うま くいか ない場合が ある。その場合,か かわ り方 の技能而 での支援 が必要 に

な って くる。

クラスの友達 とはうま くかかわれ るのに,外 部の人 には勇気 が出な くて,自 分 か らはかか わ

ることがで きな いとい うよ うに,児 童のかかわ り方 はかかわ る相手 によ って変 わ って くる。

したが って,児 童 の 日常の行動 の様子や体験,性 格 な どを考慮 に入れ,児 童のかかわ りの状

況 を予想 し,自 分 か らかかわ りが もて るよう支援 してい くことと した。

予想される児童のかかわりの状況 皿一癬 『 『 「

【例 】

・黙 って し まい,聞 か れ て も答 え られ な い。

・声 を か け られ て も恥 ず か しが って 動 けな い
。

。自分 か ら話 しか け られ な い。1

離1難 薦 ∴ てしまう.や
・誘 って くれ る相 手 に よ って は

,そ れ に応 じて 行動 で き る。

1・ 自分 か ら相 手 に対 して声 を か け た り,一 緒 に行動 した りで き る。

・自分 か ら必 要 な相 手(そ の場 に い る)を 探 して声 を か け た り
,

協 力 して 活 動 した りで き る。

・自分 か ら必 要 な相 手 を探 して
,そ の場 に い な け れ ば誰 か に探 し

て も らって,自 分 の課 題 を解 決 で き る。

10児 童の思いを聞 き共感的に受 けと

i誌 一緒に行動するよ鵬

○児竜の思いをかわりに伝える。

0共 に行動 しかかわ りを促す。

○かかわる相手を一緒に探す。

○かかわる人にあ らか じめ児童の思

いを伝えてお く。

○かかわりの場を繰り返 し設定する。

0か かわり方を共に考える。

○見守 る。
1

謂 読 いを聞き共感的に受けとめる支援

自分か ら行動をおこすことを

ためらっている児章

一一_一/

○かかわる人にあらか じめ

児童の思いを伝えておく支援

大人とはかかわれるふ一 一一一一1

子とも同frの かかわりが苦手な児竜1

単 元 名 「よ うち えん の子 と あ そ ぼ う」
単元 名 「や さ い の は か せ に な ろ う」

⑮ ⊂ 唖 癖 の釜を見て)こ れは何だろう・

T支 援 「禿腐 知ら7三い罵 素 豆腐屋さ「

んに聞い登 てくれ・⊥ _⊥

よ し聞 い て み よ う。 ＼、

これ は何 で す か 。 ノ

・・… 豆 腐 屋 さん(教 え て くれ る人 と して)

/紅'一 一「

㊥

乙 「 大 豆を 煮 るん だ よ
。

ヒ ー一一一 『 一一 一

聴 驚 藁:》

θ
　　　　　

幼 稚 園 の 子 と うま く遊 べ るか な。}
　　　　 　 　 　 ヒ　 え 　　 　　

T支 援 「友 達 と サ ソカ ー を して遊 べ

る よ う に な った こ と を幼 稚

園 の 子 に伝 え て お こ う。」

…… 幼稚園児(共 に活動する仲間として)
一一一　 一 「

憩.「 蕩 ・ヵ一がうまくな・たん ・
,だ って ね。i

⊂登益玉 一グ趨碗.⊃

ぐ支囎 瀦 し囲

δ⊂撃藩 麗.
一9一

へ

ノ
ノ



★個 に応 じた支援表 の作成

児童 の願 いに対 して適切 な支援がで きるように一覧表 を作成 す る。

【例】単元 「図書館 へ行 こう!」 の支援表

単元で目指す児童像 「様 々な人 とかかわ りなが ら、友達 と仲 良 く図書館へ行 こうとする子」

児 童 の 願 い
一 一 一

教 師 の 支 援 活 動 内 容
　 一『 一 一 一一　一一 一一 一一

i}

l

l
…

A

児
何分かかるか調べたい。

電車の時刻 を調 べたい。

メモを見なが ら質問できる

よ うに励 ます。

B

児

電 車 の 時 刻 を 調 べ た い 。 自分 の グ

ルー プ だ け小 田急 を利 用 す る ん だ!

友達の質問 もメモす るよう

に言葉かけをする。

C

児

バスの値段 を調べた い。 電車は

何番線か調べたい。

他 の グル ー プ と協 力 で き る よ

うに 目を 向け させ る。

D

児

バスの値段 を調べたい。電車 は

何番線 か調べたい。

質 問 の き っか け を作 る。 次 に

つ なが るよ うに ほ め る。

髭
!

早く駅に行ってみたい。時間を

調べたい。

一 一/

見 守 る。友 達 と 一 緒 に 聞 き に

い け た こ とを ほめ る。

＼ 一 ＼/

②(気 付 きを深 め るため に)児 童相 互の学 び合 いが活性化す るように支援 をす る

活動 を進 めなが ら,児 童相互 のかかわ りが生 まれやす くな るよ うな環境構成 を工 夫 し,情

報交換 で きる場 を設 けて,互 いに刺激 を受 けて学 び合 った り,気 付 きを深めた りす ることが

で きるよ うにす る。

○髄の思いや願いをお互いに鈴かり舎孟盤 塑

児童一人一人 の思 いや願 いを他 の児童が受 けとめ,活 動 に生か した り,グ ル ープを作 る

ときの参考 に した りす るよ う掲示物 を工夫 し,発 表の場 な どを設 け る。

○亙 いのよさや,活 動において工夫 した点を認め合えるようユニ夫す樹

活動中 に見取 った り感 じた りした友達の よい点や作品 の よさ,工 夫な どを カー ドに書 い

た り,発 表 し合 った りす る場 を設 け全体 に広 げる。

O児 童相互の助 け合 いの場 を設定す 劃

活動 中に生 じた問題点 が解決 で きるよ うに,カ ー ドを準 備 して掲示 した り,口 頭 で伝え

合 う場 を設 けた りす る。

一10一



(3>か かわ りと気付 きの深 ま りを見取 る工夫tM

① 目 的

児童 の気付 きを深 め る適 切な支援 を行 うたあに,活 動 の中 のどの よ うなかか わ りか らど

のよ うな気付 きが生 まれたのか,ど のよ うに気付 きが深 ま ったのかを見取 り,支 援 が適 切

で あ ったかを評価 し,事 後 の支援 に生 かす。

② 方 法

教師 の観察 によ る支援表,児 童 自身 の評価 カー ド,保 護 者か らの情報等 を活用 して見取

る。 また,単 元 を通 しての見取 り表 を作成 し,か かわ りと気付 きの深まりの様子を見取 る。

《例》 「あ きのスペ シャル ビッグまっ り」A児 の見取 り

支援表の活用 見取 り表

・教師 の支援計両 が気付 きに有効 ・どのよ うなかか わ りと支援が,気 付 きを深 め るた

で あ ったかを見取 る。 めに有効 だ ったのかを見取 る。

第一次の支援表 かかわった人と支援と見取った気付きの深まり 一i

ボ ー リ ン グ の → 友達 とボ ー リ

お 店 を出 し た ン グの 店 を 出

い。 す こ と に 決 定 。1

1年 生 を 招 待?1年 担 任 へ 招 →1年 が 来 る こ

したい。 待 の話 をす る。1と を知 り喜 ぶ。1

第二次の支援表

お 客 さん が た →他 の ク ル ー プ →1年 生 向 き の

く さん 来 る 店 のll夫 に 気 付 ル ー ル をll夫

に したい。 くこ と が で き する。

るよ うにす る。

ポ ス ター コ ー → ポ ス ター を か

ナーを設置。 いてはる。

学 年 で 話 し 合 →1組 の子 とケL

う場 を設 け る。 ム係 になる。

←T「 どんな お店 を出 すか クラスで話 し

合お う。」
←B君 「ぼ くもボ ー リ ング屋 さん を出 し

たいな。」

(共に活動する仲間)

協力 して楽 しいボー リング屋に しよ う?tt

←C君 ボー リングの ビンに色を

塗 ってい る。

(共に活動 す る仲間)

ピンに色を塗る と綺 麗だね。 点数 とか も'

「_書 いた ら楽 しいか もね。

凝

評価 カー ド・保護 者か らの感想

・教 師の見取 れなか った気付 きを拾 った り

評価 カー ドより

ボ..ワ ノ ワ0)1～)lt)ん しよb、ん 一ナビノ)し(し1

←T「 輪投げ グルー プも一[夫して

い るよ。」
←輪投げ グループの子

「私達 は投 げる線 も工夫 したよ。
1年 生は少 し前に したよ。」

(共 に活動 する仲間)

僕たち も投げる線 を,1年 生は少 し前1ヨ
してあげよ うよ。

(1年 生を招待 したいな。

←T1年 担 任 に招 待

の話をす る。

「1年 生 も来 るよ。」

←同 じグループの友達

「もっと,ル ールを考えよ う。」

(共 に活動 する仲 間)

1面,2面 って,簡 単 な 並 び 方 か ら,'増

しず つ 難 し くな る よ うに,ピ ンの並 ひ,tJ'i

を 変 え よ うよr

2eltbん はすコ しわ ずガ しくしましず…。eんt"

ホ。ス ターを・り'いてぜんで ん しナ{い。

.ノ

支援 が有効 だ ったかを見取 る。

保護者 か らの感想 よ り

←T「1年 生 の教 室 の

前 の廊下 に は らせ て

もらお う。」

象 繍 髪(窪蝉 奴、引
}あ・匙んらLψ瞭 伊 塞沈一 」

◎見 取 り⇒支援⇒ 見取 り⇒支援 を繰 り返 す ことで,児 童 の気付 ぎを深 め ることがで きる。

一11一



IV実 践事 例

r第1学 年 一

単元名 『家 で も が ん ば る ぞ!』
...ゴ

1単 元のね らい

0家 の仕 事に興味 を もち,自 分 ので きることを積極的 に しよ うとす る。

○ いろいろな手伝 いを して,わ か った ことや思 った ことを自分 な りに表現す る。

○ 手伝 いの体験 を通 して,自 分 も家族 の一員であ り,家 族が協力 して生活 して いる ことに

気付 く。

2研 究主題 との関連
一一 一 一一 一 一㎝ 一 一 一 静 一.一 一 一}一 一 「

⊥
壷 気付 きを深 め るために

児 童 の 思 い や 願 い

「而 人とのか示涙弗 着目し≡学習活動の工夫

1・ 教 室 そ う じ(6年 生 との か か わ り)や モ ・レモ ・ トの 臨(2・ 陛 とのか か わ り)t・1

}ど,学 校 の中の自分たちの仕 事を,家 庭生活 の仕事 を考え る きっか けにす る。1

【 ○ 児童fr.1.±がそれぞれの手伝いにっ、、て知 り,自 他のよさに鮒 いたり,新 しい意欲I
iI

lを もって活動 に取 り組 め るよ うな発表 の場 を設 ける。 また,実 際 に体験で きるよ う1　 り
に も す る 。I

l,0各 家庭 と連携 を とり,児 童が家庭 でそれ ぞれ の手伝 いに継続的 に取 り組 めるよ うに

!す る・
、 ○ 学校 で手伝 いの共通体験 の場 を設 け,楽 しさや大変 さ,ll夫 などを一緒 に味 わ ったI

iり 考 えた りで きるよ うにす る。i　 　
1(2)人 とのかかわ りに関 する支援の工夫li

O同 じよ うな手伝 いの児童同士で,ど ん なや り方を して いるのか,ど ん なところを頑i

l張 。ているのかなど潮 の会 などで も情 報交換で きるようにす る.う ま くかか われ 「
エ 　

}な い子 に は・ 「お て つ だ い カー ド」 を いつ で も・ だれ で 硯 られ る よ う1ご掲 示 して

1。 齢 感想 カー ド(よ か 。たよカー ド,、 う した らカー ド鰍 。て,自 分の1惑想l

lが 必ず相手 に伝え られ るよ うにす る。,

}○ 蜜難 美磁 撫 警 もらつたりして手伝いをする意欲鷹 していく1

[(3)か かわ りと気付 きの深 ま りを見 取る工夫1

0自 己評価 カー ドなどか ら,児 童の思 いや願 いをつかむよ うにする。I

lO「 おてっだ いか ド」 樋 して,鮒 きやその深 ま りを臆 るよ うにす る。1

↓
1気 付 き の 深 ま り

L______1
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3活 動計画(12時 間扱 い)

〈活動 のき っかけ〉

①6年 生 のそう じ名人 にや り方 を教 わろ う・{=」 ②2年 生か らモルモ ットの赤 ち ゃん を もらい胤 よう・

学 校 で の 自分 た ち の"仕 事"と して,責 任 を も って頑 張 ろ う。

{レ:裳::簾 膿 能 雛上てい粋 ★=か か わ る人,()=役

灯 童 の 活 動 予想 される気 付 き

1どん なお手 伝いがあ るのかな(4)

○ 家 での自分の"仕 事"と して手伝いに興味を もち,自 分 の

や ってい ることやや りたい ことを カー ドにか き発表す る。

○ み んなでや ってみたい ことを1～2つ 選び,共 通 体験 して

家 での手伝 いに意欲 を もっ。

○ いろいろな手伝 いが経験 で きるように 自分な りの手伝い計

画 を考え決 める。 ★1ク ラスの友 達1

　 一 一一'一 一 一

◎ これがや りたいな。

◎ ◇◇ くんは～を してい るん だ。

◎ こんな手 伝い もあるんだね。

◎ ～はお もしろそ うだな。

(共に活 動す る仲間 と して)

割,△=支 援,◎=気 付 き
　ア

i評 価
　

1・ 家 で の 手 伝 い に興 味 や 意 欲 が

1も て た か 。(関 ・意 ・態)

◎ ◇ ◇ くん は ～ を して い る ん だ。1・ 知 らな か った 手 伝 い や,友 達1

の 手 伝 いに 気 付 い たか 。(気)

1・ 楽 し くす す ん で 共 通 体 験 して

1い た か 。(関 ・意 ・態)

△友達の発表 を興味 を もって聞いた り見た りで きるよ うな 菖葉

か けをす る。

◎ どうや るのかな。

◎ ◇ ◇ くん は が ん ば って い る な。

◎ ◇ ◇ くん は や り方 が じ ょ う ず

だ な。

◎ ぼ く も頑 張 ろ う。

よ う。

◎ これ は こ うや った らい い の か 。

や って み よ う。

◎ ◇ ◇ くん が言 った こ とで わか っ

た よ。 で き た よ。

◎ ◇ ◇ くん は お 母 さ ん に 教 わ っ

て う ま く で き る よ うに な っ た

ん だ ね。

1●皇ρ簸 沃慰ρ彊鋳

1家 で もが ん は る ぞlI

○ 家庭で各 自実行 する。

○ い ろいろ経験 した中か らもっとや りたい ものや じょうずに

な りたい ものを1つ 選 び,自 分な りに工夫 して実 行 してい

く。 ★[保 護 者](家 庭 で)

(見守 る,教 えて くれる人 として)

△ 「おてつだ いカー ド」 をつ けて,自 分 のや った ことや じょう

ずにな って きたことなどが分 かるよ うにする。

△実 行中の様 子や困 っている ことなどを,朝 の会などで常時 み

んなに報告で きるよ うに して,児 童同 上が情報 交換 した り助

け合 った りで きるよ うにす る。

★ クラスの友達 ト

(聞 き手,教 えて くれる人 として)

「舶 慢扶 会を開・う(7)1

○ 同 じ手 伝 いを して いる子 でグループを組 み,大 会 の相談 ・

準 備をす る。
・必要 な もの ・説明の仕方 ・演 じ方 ・宣伝方法

○ 「腕 自慢」大会 をす る。
・ポ スターセ ッシ ョン形式で前半 と後半 に分 かれ,発 表 と体

験活動 をす る。 ★1ク ラスの友達1

(聞 き手,教 えて くれ る人,共 に活動 する仲間 と して)

★ お手伝 いの保護者1

(安全面を見守 る,教 えて くれる人 として)

△体験活 動に必要な ものを,各 自用意で きるよ うにす る。

△ 自他のよ さに気付 くような言葉か けをす る。

△色 別 カー ドを用意 して,う ま くか かわれ ない 子で も,自 分 の

感想 を相手に伝え られ るよ うにす る。

△包 丁の使 用に は十分注意 し,お 手伝 いの保護 者に安全面 を見

て もらうよ うにす る。

」家で もがんばるぞ 田(1)

○ 今 まで手伝 いを して きて感 じたことや気付 いたことを振 り

返 り,家 族 に手紙 を書 く。

★ 【家族(間 接 的に)1

(気持 ちを伝え る相手 として)

i△今後の意欲 につなが る言葉かけをす る。1

ξL-
[次 単元への発展]

・「で き るよ う にな った こ と」 ・そ う

・家 庭

「 〉
.百雰

・各家庭で手伝 いを頑張 ってい1

るか。(関 ・意 ・態)}
・友達の頑張 りや じょうず な と

もつと続け1需 劉 贈 翻
いた

こ と,困 った り教 わ っ た り し

た こ とを,ノ ー トや 日記 に書

け た か。(思 ・表)
・じ ょ うず に手 伝 い で き る よ う

に,工 夫 した り頑張 って 練 習

した り して い るか。

(関 ・意 ・態)

◎ ぼ くと◇◇ くん は洞 じお 手1.グ ル.プ で協 力 して相談や準

伝 いを していた。

◎必要 な ものはこれだ。

◎ こうや るとわか りやす い。

◎◇◇ くんは じょうず。 す ごい

ことに気付 いて いる。

◎ ほめ られ てうれ しい。

◎ 自信 を もって教 え てあ げ られ

るよ。

◎ ぼ くも役 にたって いるん だ。

◎家 族 に喜ん で も らって うれ し

い。

◎家 族 のみん な もそれ ぞれ の1上

事 を して いるんだ。

◎ これか らも頑張 って続 け るぞ。

備 を して い た か。

(関 ・意 ・態)
・必 要 な もの や発 表 の仕 方 を 考

え た り,作 った りす る こ とが

で き た か。(思 ・表)

・自他 のよさに気付 くことが で

きたか。(気)

・自分 の仕事 に自信が もてたか。

(関 ・意 ・態)

・今後 も手伝 いを続 けてい こう

と意欲が もて たか。

(関 ・意 ・態)

L

画
・そ う じや モ ル モ ッ トの世 話 ,当 番 や係 の 仕 事 を頑 張 る。
・家 庭 で や って い た手 伝 いを 自分 の"仕 事"と して責 任 を も っ

て や って い くこ とが で き る。

・自分 で で き る こ と は,す す ん で や ろ う とす る よ う に な る。
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4人 とのかかわ りに よる児童の気付 きの深 ま り

腕
自
慢
」
大
会
を
開

團

か か わ っ た 人 と 支 援 と 見 取 っ た 気 付 き の 深 ま り

鱒

園戯

保護者 「教 えてあげて。」

(教えてあげる人として)

"き た ぞ
。

持 っ て 帰 れ る よ うに ビ ニ ー ル 袋 に
'米 を入 れ よ う

。

「お米が こぼれない よ うに してい るんだ よ。

こぼれて もいい ようにザルで も受け るんだ よ。」

とぎ終わったお米 を ビニール袋 に入れ よう。

でも、今度 はこぼさないよ うにす るぞ。

・手 で 一 握 りず つ 取 って

入 れ て い る。

もったい ないか ら どんな ときで も

お米は こぼ さない ように しよう。

(D児)

鯉

は じめA児 は,コ ー ナ ーに 友達(お 客 さん)が 来 て もど う した らよ いか わ か らな い様 子 で

あ った。 お手 伝 い の 保 護 者 に促 され た り,同 じ担 当 のC児 に 言われ た こ とで,初 め て お客 さ

ん へ の対 応 に気 付 い た よ うで あ る。 ま た,A児 は家 庭 で の体 験 か ら,「 水 を流 す と き に,お

米 を流 さな い よ う に しよ う。」 とい う こと に気 付 いて いた が,客1の と きに こぼ して しま っ

た。 そ の と きの お手 伝 い の保 護 者 の言 葉 と行 動 か ら,「 お 米 を こぼ した ら もった い な い ので,

どん な と きで も こぼ さな い よ うに しよ う。」 と気Tシ ャ ツは

こ うや って

た た む よ。

うち で は こ うや っ

蛋 鵬,、 仲間とし。、[竺 ・む・・
・・保 護 者

蕉(教 えて くれる人として)

付 家 に よ っ て た た み方

き が 違 うん だ な。

の .

深

ま

り や っ た こと な い そ。
)ど う しよ う

。

源謡麺劃

… ・友 達 ジ ャ ンパ ー ス カ ー ト

(共 に活動 す る仲 間 と して)を た たみ た いで す 。

T支 援 「今 までのや り方 と同 じと ころは

ないか な。2人 で考 えてみた ら。」

鯉
しわを延 ば して,線(脇 の縫 い目)を 合

わせた らいいんだ。

どんな もので も,う まくたたあた。

付 きを深 め る こ とが で きた。

さ らに,B児 に教 え る形 で か か わ る こ とで,体

験 か ら得 た米 の と ぎ方 の工 夫 をB児 に や って 見 せ

て あ げ る こ とが で きた。 授 業 後 の カ ー ドに,「B

ち ゃん が水 を流 す の が う ま か った 。」 と記 入 して

いた が,初 め は客 へ の対 応 に とま ど って い たA児

が,B児 の よ さに も気 付 く こ とが で きた。

また,左 図 はD児(せ ん た くもの た た み)の 気

付 きで あ る。 友 達 とのか か わ りや保 護 者,教 師 の

一 言 によ って ,そ れ ぞ れ の家 に そ れ ぞ れ の た た み

方 が あ る こ とや,今 まで に た た ん だ こ との な い も

の で も,同 じよ うに や れ ば うま くた た め る こ と に

気 付 いて 自信 を もっ こ とが で きた。
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5活 動 を終えて'

気付 きを深 め るための学習活動 の工夫 として,共 通体験で 「くつ 下あ らい」 を行 った。活動

の中で,児 童 は友達 の持 って きた洗濯板 を借 りて 自分 も洗 ってみ た り,「 洗濯 機 の よ うに回 す

ときれ いにな るよ。」 という友達 の気付 きを聞 いて確かあてみた り して,そ の気付 きを ま た別

の友達 に話 していた。 これ らは共通体験 な らではの ことで・ みん なで気付 きを深 め・手伝 い に

対す る意欲 を もつ ことがで きた。

手伝 いを実際 に行 うの は家庭 が中

心 となる。左 は前ペー ジのA児 が,

家庭で 母親 とかかわ りなが らお米 と

ぎの体験 を積 んでい った ときの カー

ドであ るが,米 を こぼ さないよ うに

自分 な りに工 夫 した気付 きの変化 が

よ くわか る。 これ以 外 に も,と いだ

米を浸 してお くこと ・米の銘柄 によっ

て値段が違 うことなど,実 にいろ い

ろな ことに気付 いて いた。 また,母

親 に感謝 された り,家 族 に ほめて も

らった りす ることで,意 欲 的 ・継 続

的 に活動 をすす あて い くことがで きた。学校 では,個 々の気付 きを全体 に広 めるよ う発表 の場

を設 けるな ど して支援 した。 しか し,児 童 同士 で気付 きを伝 え合 うことの難 しさ も感 じた。腕

自慢 大会の場面 では,た だや って見せ るだけにな って しま うなど,気 付 きを言葉 で表現 す るこ

とが難 しか った。 日常 か ら児童 に 「話 す」 ことの指導 を してい くとともに,教 師や保護 者が適

切 にかか わ ってい くことが児 童の気付 きを引 き出 し,深 め広 げてい くために必要 であ る。活 動

の中で は保護者 に 「安 全面 の見守 りと教えて くれ る 碍'串

人」 と してかかわ りを依頼 したが,「 評価 して くれ ㌶ 窒 臨 嚢

る人」 と して もかかわ ・て もらうと話 動 の目的 パ ∵顕 騨 慧 鰹 論 鄭

よ り明確 にな り,児 童 の意 欲 も増 す と考 え られ た。 ∵榊 懸.、 一 .・

＼ き つ い た こ と、 お そ わ っ た こ と おかあさんから

17

厚)

4日 だ・たの に善 鰍

鯉 し軽 が敵 略
,灘鰐
・"uず"し 趣

』 直t・ 《し腸.
A、1・1瓜7瀞 。

18

島 総脇 惣 撫 捌
毛 ふ 《し5・1、 歪 お・

碗 いよう1二きを・ヴよ二

み.

20

厚) 欝 磁 綴 慈o

夢… まんミ俄なゐい
'芝 こは 字〃ll'ラ

1二葦鯉 罐

22

厚)

Bべ7K{μ うズ'・ す3

め1ナt加 鵠1・ つ ㌧'セ ・'3

ヱ ×～醍 五・厩 る渉 凶 。

つ.翁 あ」.し が編 と・・'ご「

」7κ お トベ77`・・ら.

η ふや・い ・∂吐』嶋 ・

穿(あ 』7擢7… 一 ㌦寸

7匹;ぞ栖 貞・d∂3で,ム リ

その際,保 護者 自身に もかかわ りの目的と役割をはっ

きり認識 して もらうよ う連絡 を取 り合 うことが大切

であ ると考え る。 さ らに,発 表 のためにみんなに伝

えた い ことを考 える ことで 自分 の気付 きを深 あ,聞

き手 も発表者 の気付 きを 自分 の もの にす ることがで

'
、,焦

9む
1L幽 一 、

。.艶 筆

きるので,発 表者 が 自分 の仕事 にっいて,み んなの前 でや って見 せた り説 明 した りす る場 を き

ちん と設定 して活動 に入 ることも必要 だ った。 また,今 回 は数種類 の評価 カー ドを使 用 した。

「おてつだ いカー ド」 は毎 日記入 し掲示 したが,児 童 は互 いにカー ドを見て 話 し合 った り,腕

自慢大会 の計 画を立て るの に利用 した りして,か かわ りなが ら気付 きを深 め広 げて い った。色

別 の 「よか った よカー ド」「こう した らカー ド」 も使用 したが,友 達 の反 応(評 価)が す ぐに

わか る,う ま く書 けない児童 も自分 の気持 ちは伝え ることがで きるという点で有効で あ った。

善

壌 、.淘

繍 認 か
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第2学 年

単元名 『図 書 館 へ 行 こ う!』 「

1単 元 のね らい

○ 図書館 へ行 くため に様 々な人 とかかわ りなが ら行 き方 を考え よ うとす る。

0自 分 の考えを出 し合 って,友 達 と仲良 く活動 しよ うとす る。

○ 乗 り物 や駅 で,安 全 に気を付 けなが ら正 し く利用で きる。

2研 究主題 との関連

児 童 の 思 い や 願 い 1

↓ 気付 きを深 あ るたあに

(1)人 とのかかわ りに着 目 した学習活動の工夫

○ 友達 と話 し合 いなが ら,交 通機関 を選択で きるよ うにす る。

○ 駅 で は,駅 で働 く人に通常通 りの業務 をお願 い し,実 際 に利用す る場で調べ る活動

がで きるようにす る。

○ 調 べ たことを基 に して友達 と一緒 に電 車やバ スを利用 す るよ うにす る。

② 人 とのかかわ りに関す る支援の工夫

0友 達同 士が意見 や情報 を交換で きる場 を大切 にす る。

○ 調べ活動 の時,通 常通 りの駅で の体験を通 し,人 とのかかわ り方にっいて 自分な り

に考 え られるよ うにす る。

⑧ かかわ りと気付 きの深 ま りを見取 る工夫

○ 毎時間 の活動 の様子 の記録 や自己評価 カー ドか ら児童 の思 いや願 いをっかむ よ うに

す る。

○ 人 とのかかわ りがあ った後 の児童 の気付 きや その気付 きの変容を見取 り,個 に応 じ

た支援 に生 かす。

↓一
一16一



3活 動計画 (8時 間扱 い)

活動のきっかけ

量:騰 潔 瞭 齢 厳繍 繍 よ・一 一・か一
★=か か わ る人,()一 役 割,△;支 援,◎=気 付 き

　 ア
児 童 の 活 動 予想される気付き 評 価

永 山図書 館 に行 く計画 を立 てよ う。(3)

○ ど うや って行 くか を考 える。

○ 家 の人な どか らどうや った ら行 けるか聞 いて,調 べ たこと

を掲 示板で情報交換す る。

○ 質問 を自分 な りに準備 し,友 達 と場を想定 して練習す る
。

★ クラスの友達

(共 に活動す る仲 間 として)

△駅 で働 く人 と事前 に打 ち合 わせを してお く。

△ 友達 の姿を見 ることがで きるよ うな言葉 をか ける。

多 摩 セ ン ター 駅 に 行 って 調 べ る。(2)

○ 電車 やバ スについて調べ る。

料金,発 車 時刻,

★[蜘

(教えてくれる人として)

所要時間,乗 り場

★ クラスの友達

★ 駅を利用 してい る人 、

(教え て くれ る人 と して)

★ お手伝いの保護者

(共に活動する仲間として)(安 全面を見てくれる人として)

△ きっか けを作 るため に一緒 に活動 する。

△安 全に活動で きるように事前 に考 える場 を設定す る。

行 く準備 をす る。(1)

○ 調べ て きた ことを情 報交換す る。

○ しお り作 りをする。

★ クラスの友達

(共に活動す る仲間 と して)

△気 付 きを価値付 けるたあの言葉 をか ける。

永 山図書 館に行 こう。(2)

○

,○

○

正 しい利 用の仕 方について確認す る。

電車や バスに乗 って行 く。

電車やバ スに乗 って帰 る。

△安 全 に活動で きるように事前 に考 える場 を設定 する。

★[臨
(教 えて くれ る人 と して)

★ ク ラスの友達1

★駅廻 用して可
(教 えて くれ る人と して)

お手伝 いの保護者

(共に活動する仲間として)(安 全面を見てくれる人として)

△ 友達同士助 け合え るための言葉 をかける。

◎電車で行 こう。

◎ぼ くはバ スに しよ うかな。

◎ 「失礼 します。」 を言 うんだな。

◎ いろいろな人が いるんだな。

◎ 切符 は ここで買 うん だ な。70

円か。

◎Aち ゃんはよ く知 って いる な。

◎ 自分 たちで行 けそうだな。

◎駅 の人 って よ く教 えて くれ る

なあ。

◎Bく ん は駅 の人 に質 問 したん

だ。

・自分 た ちで 図 書 館 へ行 こ う と

い う気 持 ち に な って い る 。

(関 ・意 ・態)

・これまでの経験 か ら自分 な り

の方法 を考えてい る。

(思 ・表)

・利 用 の 仕 方 を 調 べ よ う と して

い る。(関 ・意 ・態)

・調 べる方法に気 付 く
。(気)

・友達 と話 し合 い,行 き方 につ

◎Cさ ん詳 しいな。 いて考えてい る。(思 ・表)

◎ みんなで行 くのが楽 しみ だ な。

あ あ,

次単元へ発展

「遊びの広場 にお いで/」

・い ろ い ろ な人 と仲 良 くな り た

い な。

・今 度 は誰 か の役 に立 ち たいな
。』→

・騨 やバスに乗 ・てい くこと1

を楽 しみ に して い る。

(関 ・意 ・態)

・公共の乗 り物の利用 の仕 方が

分か る。(気)

人 に確 か あた か ら うま く

た よ。 ・友達 と共 に活動 しようとす

やん が 教 え て く れ た よ 。 (関 ・意 ・態)

,よ か っ た 。

ん の お うちの人 が ほめて

た よ。

なで行 けたよ。

o
1日 常 化i

・公共 の乗 り物 の利用 の仕方が分か る
。

・分か らないことに対 して,自 分 な りの解決方法 を考 えよ う

とす る。
・グル ープ活動で友達の存在 を意識す る

。
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4人 とのかかわ りによる児童 の気付 きの深ま り(A児)

児童の活動 か か わ っ た 人 と支 援 と見 取 っ た 気 付 き の 深 ま り

多
摩

セ
ン
タ
ー
駅

へ
行

っ
て
調

べ
よ
う

小田急は とこかな。

膚
＼

kT支 援
1「 誰に聞けば

L__い いんだろ うね.」

礪 烈 訟とし,)
「こ こ で す 。

こ こか ら入 っ て くだ さ い.」

奄車の時刻を

りたいな。

員 さ ん に

謝くんだ。

・支援→ ここかあ….小 田急 と京王は

るところがちが うんだな。

で 働 く人

(教えてくれる人として)
「2番 ホ ー ム で す 。」

2番 ホ ー ム だ な。

2番 ホ ー ム …?

電車 に乗るの

うまくい くかな。

なんだか難 しそ うだ よ。

駅 で働 く人→

(教λてくれる人として)
「これで見る ど ・d

ダイヤ グラムを出す。

ル ー プ の 友 達

(共に活動する仲間として)
「メ モ し よ う!」

11時27分 か … 。

よん か 難 しい な 。

＼

A児 は,主 に,共 に活動す る友達 とのかかわ りの中で気付 きを深 めてい った。 グル ープの友

達 や担 任か らの支援を受 けて,普 段 あ まり接 する ことの ない駅 で働 く人 と も進 んでかかわ ろ う

と した。上 図 は,行 きに利用す る京王線 にっ いてグループの友達 と一・緒 に構 内を調 べ た後,帰

りに利用す る小田急線 を調 べた ときの気付 きにっ いて表 したものである。電車 の利用 にっ いて

の気 付 きだ けで な く,駅 で働 く人 に必要 な ことを聞 くことの大 切 さに気付 いてい く姿が見取 れ

た。
撫

燃
糧
繍

黛

〆

∵
難
鞭

鯉
麟

㍉
ボ 難

撃

・

触 辱

.鑑 鮮

孫 セ ン ラー 駅 で 調 べ よ う の活 動 で

は,駅 で働 く人 と のか か わ りを もて た こ

とに よ る充 実 感 は あ った もの の,答 え て

も ら った内容 が 自分 に と って難 しか った。

この こ とか ら,A児 は,子 ど もた ち だ け

で初 めて 電 車 を 利 用 す る こ と は難 しい と

い う気 付 きの 深 ま りが 見 られ た。 この後

この気 付 きの 深 ま りが もっ と調 べ よ う と

い う次 の活動 へ っ なが った 。
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5活 動を終えて

図書館 へ 「出か ける」 とい う大 きな目標の もとに学習活動 を組 み立 てた。子 どもた ちは 「図

書館 へ行 きたい。」 とい う思 いや願 いを実現 させ るたあに意欲 的に活動 を進 めることがで きた。

利 用す る電車 やバ スについて調 べ る活動 の中 で,交 通機関で働 く人 とのかかわ りや一緒 に活動

す る友達 とのかかわ りが生 まれた。特 に,友 達 とのか/(間違えて切符を買
ってしまったB児)

,ち.e、

《【ン,

つ 、

まちが えた!

再
島 … ・…・駅 で 働 く人

深(教 えてくれる人として)

ま

こ2あ あよかった。

そ ういえば、さっきDち ゃんが

かえてもらったって言ってたな。

駅の人に頼んでかえてもらえばいいんだ,

罰違えました、かえてください 」

「わ か りま し た は

い 、70円 気 を 付 け

て くださいね,」

,噛

気を付けて周 りをよく見よう。

… グ ル ー プ の 友 達
.∵ ・1

(共に鋤 する仲間として 賑'1

「こ こで いい ん だ よね 」

「あそ こに京王 って書いてあ るよ。 」

あの看板 見て確 認できた よ。

かわ りが気付 きを深 め ることにっなが った。 左図 は,

実際 に出か けたとき,間 違えて切符を買 って しま った

ことを,友 達 とのかかわ りで解決で きたB児 の様子 の

見取 りである。 クラス全体の話 し合 いで気付 いた こと

や,多 摩 セ ンター駅で調亜]で,駅 で 働 く人 にか

かわ った経験 を生か して解決 して い くことで気付 きを

深 めてい った様子 も見取 れる。次 のかか わ りへの意欲

を生 みだすには,友 達同士が互 いに認 あ合 い,励 ま し

合 うことが大切で ある と考 え られる。

だが,多 摩 セ ンター駅 で調≡頭]で,電 車 やバ ス

につ い て調 べ た い こ とが あ って も,緊 張 の あ ま り聞 き

た い こ とが 聞 け な い とい う場 面 が あ った。 子 ど も た ち
.＼こ.

は,そ の前の 永山図書館へ行 く計画 を立て よ う の活

動 の中で,自 分 な りに準 備 した り,練 習 した りした(右 下図)。 「駅で働 く人 に直接聞 いてみた

い」 とい う意欲 が高 ま って いるよ うだ ったが,実 際 の

場 面で は進 んでかかわ ろ うと した子 は少なか った。 自

分 たちだけで駅 を利 用す るという初 めての経験 の中で,

児 童 は圧倒 されて しまったよ うであ る。

この ことか ら,進 んでかかわ ることがで きるように

す るために は,そ の対 象 との心理的距離を段階的 に縮

め る工夫 が必要 であ ることが分か った。例えば,調 べ

活動 を繰 り返 し行え るよ うな学習活動 を設定 した り,

駅で働 く人の写 真や ビデオを見せた りす ることが効 果

的 であ ると思 う。 また,思 いや願 いを相手 に伝え るた

あに,友 達 同士で練習す る活動 を十分 に取 り入れ,自

信 をっ け させ ること も大切で ある。

・・グ ル ー プ の 友 達

(芙に活動する仲間として)

メモを作っておけばいいね、

忘れないよ。

こん なふ うにや ってみ る

ことに しました.

聞いてください,

『D口 小の○ ○です,仕

事 中すみ ませ んが、質問

してもいいですか 一

言い方の練習をする

といいんだな。

rやろう、やろう」
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第2学 年

単元名 『動 物 園 に 付 こ っ

1単 元 のね らい

○ 動物 園の探検 を楽 しもうとす る。

○ 動物園の探検 に必要 な ものを,友 達 と協 力 して準備 で きる。

○ 動物園 の探検 を通 して,自 分や友達 の よさに気付 く。

2研 究主題 との関連

児 童 の 思 い や 願 い ∫ コ

↓ 気付 きを深 あ るために

(1)人 とのかかわ りに着 目 した学習活動 の工夫

0導 入で は,昨 年 の公園探検 のときに した ことを話 し合 い,活 動 の きっか け とす る。

○ 楽 しい動物園探検 をす るために,友 達や1年 生 と協 力す る場面 を多 く設定 す る。

○ 児童 だけで活動す る場 を設定 し,協 力す ることの必要性,協 力す ることの楽 しさを

感 じることがで きるよ うにす る。

○ 気付 きを確 かな ものにす るたあに,探 検 の成果を発表 す る機会 を設定 す る。

(2)人 とのかかわ りに関する支援 の工夫

○ 生活科室の廊下 に動物園の地 図を常時掲示 し,話 し合 いが スムー ズにで きるよ うに

声か けをす る。

○ 他 の グループの活動状況が分か るよ うに教室等 に掲示 し,活 動へ の意欲 の持続 を図

る。

0探 検の中で起 こる様 々な場面を生 か し,ど う した らよいのか を話 し合 わせ る。

○ グル ープでの人間関係を深め るために,1・2年 で遊ぶ場面 を設定 し,教 師 も一緒

に遊 びなが らかかわ る。

01年 生 に自分 の思 いや願 いを発表す るよ うに,あ らか じめ伝 えて お く。

(3)か かわ りと気付 きを見取 る工夫

0自 己評価 カー ドか ら,児 童 の思 いや願 いをっかむよ うにす る。

○ 話 し合 い活動 ・準備活動 ・探検活動を通 して,っ ぶや きや行動 を観察 す る。

○ で きあが った作品 を通 して,気 付 きの深 ま りを見取 る。

↓一 コ
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3活 動計画(12時 間扱 い)

〈活 動 の き っか け〉

(昨年の探検のまとあか ら)井 の頭公園の探検楽 しかったね。→今年は私たちが1年 生のお世話を してあげる番

だね。→楽 しい探検をしたいね。→先生どこに行 くの?

児 童 の 活 動

動物園 ってとんな ところかな り(1)

○ ビデオを見 て,自 分た ちが探検 に行 く動物園の様子を知る。

○ 動物園 に行 った経 験を振 り返 り発表す る。

01年 生 と 緒 に動物園の探検 に行 くことを知 る。

△2年 生 として活動す ること,1年 生 とtl手 にかかわ ることの

大切 さを伝え る。

★ ク ラスの友達(共 に活動す る仲間 と して)

動物園探検 の準 備を しよ う 「(4)

03年 生 に探 検に行 くときに注意す ること,用 意 しなければ

いけない ものを聞 きに行 く。

○ 楽 しい探検 がで きるよ うに準備す る。

(しお り 。バ ッジ等)

○ 困 った ときのお助 けカ ー ドを作 る。

○ 一緒 に行 って くれ る先生方 に説明す る。

01年 生 と探 検の準備をす る。(本 時)

△3年 生 に聞 きたい ことを きちん と決 めてか ら質問 に行 くよう

にする。

△1年 生 に探検の内容が うま く伝え られ るように練習す る時間

を設定 する。

△他 の グループの活動の状況が分か るように情報交換をしたり,

助 け合 った りす る。

△1年 生 の意見 をよ く聞いて,決 め られ るように声 をか ける。

△1年 生 と ヒ手 に相談がで きるように助 言す る。

★[3年 生](教 えて くれ る人 と して)

★ クラスの友達(共 に活動す る仲間 と して)

★[璽](共 に活動す る ・教えて あげる人 と して)

★1先 生 ・主事 さん](教 えて あげ る人 と して)

動物 園探 検に出かけ よう1(5)

01年 生 と一緒 に楽 しく動物園探検 をす る。

△安 全の確認を し,協 力す ることを伝え る。

△ かかわ りが上手に もて るよ うに,声 をか ける。

△班 ごとに午前中の活動を きちん と確認 してか ら、出発す るよ

う声をかけ る。

△探 検を見守 り,探 検が スムーズに進む よ うに声 をか ける。

★1ク ラスの友達1(共 に活動 する仲間 と して)

★[璽(共 に活動す る仲間 と して ・教 えてあげる人 として)

動物 園の ことを発表 しよう1(2)

○ 動物 園の ことを,全 校 の前で発表す るたあに準備 をする。

01年 生 と分担 して発表 に使 うものを作 る。

○ 楽 しか った思 いが伝わ るように発表す る。

(発表 は児童集会時 に実施す る。)

△聞 いてい る人が よ くわか るように発表 の工夫 をす るよ う声を

かけ る。

△友達 と協力 して,発 表す る ことを確認す る。

★ クラスの友達(共 に活動 する仲間 と して)

★[璽(共 に活動す る仲間 と して)

★[上 級生](教 えて あげる人 と して)

★=か かわる人,()一 役 割,△=支 援,◎=気 付 き

予想 され る気付 き 評 価

◎ ここを探検 したいなあ。

◎3年 生 はよ くお世話 して くれ1

たよね。

8籍 騒 朧 ・司

◎罫旛 麟 、みti'・、.1
◎早 く行 きたいよ。}

1・ 動 物 園 探 検 を楽 し も う と して

い る。(関 ・意 ・態)

L ・自分 の役 目にっいて理 解で き

◎何 が必要 なのかな。

◎ た くさん話 し合いを したよね。'

◎ ぼ くの意見 も聞いて くれた よ。

◎鼎 轡 わたしに「

◎ しお りに地 図 を入 れ る とわ か1

りやす いね。

◎ 迷 子に な った とき どう した ら

よいか考えよ う。

る。(気)

・1年 生 と楽 しん で活 動 し よ う

とす る。(関 ・意 ・態)

・準備 を友達 と協力 してやろ う

とする。(関 ・意 ・態)

・必要 な物 を作 ることができる。

(思 ・表)
・場面 に応 じての行動を考え る

ことがで きる。(思 ・表)

レ 緒・行・先生や1年 生・わ
か りやす く説 明す ることがで

きる。(思 ・表)

◎辮 ㌶ 麓需 るよ.i慢5襲 縦 熟 誓
1

◎1年 生 の意見 を聞 いて コー ス

を作 るのむずか しいね。

◎上手 に探検 で き るか な。 心配

だな。

◎蟹rた ら'案内板を矧

◎時塒 計を見ないと遅れち司

◎撫 餓 せてゆ・咽

◎ いろんな動物がい るね。1

◎ ○○ち ゃんはや さしいね。1

◎全校の前嚇 す、のは,。i

◎論 輪 畿 瀦 謝
んでね。

◎1年 生 もがんば ってい るね。

◎上級生 よ く聞いて くれ るよ。

◎み んな の前 で発表 した らとて

も気持 ちがいいね。

必要 が あ る ことに気 付 く。

(気)

.驚鰻 手聾欝 憲聖

態)

識繕羅劉
の楽 しさに気付 く。(気)

・友達や 自分の よさに気付 く。

凝 か。,、探検の。と嚇

.晃鐵 撫 難 蕊 瑠
1で き る。(思 ・表)

i暫 齢 ことの楽しさに気付

次単元への発展

・駅探検 に行 こう!・ 自分の歴史探検を しょう!

』→
亜

・1年 生 と一一agに 活 動 しよ う とす

・探 検 の準 備 を考 え る。

・友 達 と協 力 して 活 動 で き る。

・発 表 す る ことが 楽 しい と感 じる。
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4人 とのかかわ りによる児童の気付 きの深 ま り(A児)

グループで探検 に行 くんだ。私は班長なんだけれ ど、だい じょうぶかな。

T支 援 「誰 に 聞けば 、 よ くわ か るのか な…。」

ク ラス の友 達

(共に活動する仲間として)「去年 、 準備 して くれ た三年 生に聞 きに行 こ うよ。 」

「班長 の言 うこ とを よ く聞 い て、
三年生・昨年一緒のグループの人 班長 を助 けて一 年生 の面倒 を

(教えてくれる人として)

一年生の面倒 をみてあげることが必要なんだ。

でも、私は班長なので、何を したらいいんだろ う。

「班長 として、何 を した ら よい のか知 りたい な ら、

去年 の班 長 さん の と ころに行 ってみ るとい い よ。 」

そ うか。班長を した人に聞くんだ。で も、 どうやって聞けばいいの。

ル ー プの 友達 「一緒 に行 って あ げ るよ。 『私 は班 長 だか ら、班 長 は

(共に活動する仲間として)何 を した らよい の か教 えて くだ さい。 』 って 言 えば

いい ん じゃ ない。 が んばって!」

00ち ゃんってす ごいね。一緒に行ってくれ るなんてや さしいなあ。

三年生・昨年一緒のグル三プの人 「班 長 の仕 事 ね。教 えて あげ る よ。メモ してね。」

(教えてくれる人として)

班長の一番大切 な仕事は、みんなをまとめることなんだ。△△さん、

去年、大変だったんだなあ。 これで私にもで きそ う。自信がっいたよ。

○○ちゃんもあ りが とう。早く探検が したいなあ。

A児 は,三 年 生 との か か わ りの 中で 気 付 き を深 あ る こ とが で きた。 以 前 か ら,様 々 な活 動 場

面 で班 長 を した か ったA児 で あ るが,自 分 に 自信 が な い ため か,友 達 が 「や りた い。」 と い う

と,譲 って しま う こ とが 多 か った。 今 回 は,ぜ ひや りた い と い う思 い が 強 か った よ うで あ る。

そ こで,「 何 を した らよの か。 」 を,同 じグル ー プで 班 長 の経験 の あ るM児 に聞 いて い た。

そ の後,活 動 の 中 で 昨年 お世 話 に な った三 年 生 に聞 き に行 くこ と に な っ た。 こ こでA児 は班

長 と して の仕 事 に こだ わ って,昨 年 の班 長 に聞 きに行 く こ とにす るが,ど う聞 い た らよ い の か

分 か らず 困 って い た。 そ れ を 見 て いたM児 が,声 を か け,一 緒 に聞 いて あ げ る こと に した。

そ の 結 果,A児 は班 長 と して の 仕 事 が分 か り,自 信 を も って,探 検 をす る こ とが で きた。 探

検 後 の 感 想 で は,A児 は 自分 に 自信 が つ いた こ と,M児 の や さ しさ,三 年 生 へ の感 謝 の思 い を

挙 げ て い る。 「班 長 と して の仕 事 は何 か。 」 とい う内容 に っ い て の気 付 きだ けで な く,自 分 の

よ さや 友 達 の よ さ にっ いて も気 付 きを深 め る こ とが で きた。 ま た,M児 も感 想 の 中 で,A児 が

が ん ば った こ と,A児 を助 けて 感 謝 され た こ とを挙 げ て い る。 活 動 後,も と も と仲 の よか っ た

二 人 の結 びっ きが,さ らに強 くな った ことを 感 じる。
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5活 動 を終えて

昨年 の1・2年 生合同 の活動 を思 い出す ということか ら本単元 を進 めた。 そのため,昨 年 自

分 たちが して もらった ことに気が付 き,分 か らない ことは3年 生 に聞 くとい う活動 に広 が って

い った。 その中で・1年 生 に して あげることがわか り,あ わせて お世話 をす る大変 さに も気付

いたよ うで あ る。探検 を成功 させ るために1年 生 と相談 を しな くて は進まない場面があ ったり
,

2年 生 同士で分担 しな くて はいけない こともあ り,自 然 に人 とかかわ る活動が増えて い った。

必要観 の ある人 とのかかわ りは児童 の気付 きを深 めることにっ なが った よ うだ
。

・・・・・… 困・て・えた・児・ 傑 、 左 図 は課 検 の途中で気付 きを渤 たc児 の見取

繍 鴬 」.。
何かよい方法はあるかな。」

書 一 グループの 友遅 集合。。。、,。 並ん。くズにたコするねロとしてし

あ 歩いてみようよ・

蒙 や・ばり一人・横に出・・まう.

.!1こ れではダメだね。

(脳
・… グル ー プの 友達

(拠に話幽すO悼間として)
ほかのグル　ブはどうや っ

源 濃 凝 ・手1嚇
　　のも　の　ギまのギをつないであげようよロ

これだと離れな嚥{

感1畿　1騨 樽

りであ る。1年 生 とかかわ る ことで,ど んなお世 話

を した らよいのか,お 世話 をす ることは大変 だけれ

ど楽 しい,と い うことに気付 くことがで きた。準 備

の時間 に,話 し合 いを十分 したのであ るが,実 際 に

探検 を始 あ ると困 った ことがいろいろ出て くる。 探

検 の場所が広 いので,児 童 だけの活動 にな って しま

うため,自 分 たちの力で何 とか解決を して いる。 こ

の探検 の後,C児 は,こ の ときお世 話 を した1年 生

と休み時間 に遊 んで いる姿が見 られた。

探検 の準備 をす る活動 の中で,3年 生 とのかか わ

り,1年 生 とのかかわ り,2年 生同士 でのかかわ り

を もっ ことがで きた。最初 は,「 ど うか か わ って い

いか。」 考えていた児童 も,回 数 を重 ね る うち に 自

然 な姿 を出せ るよ うにな って きて いる。 また,か かわ りが遊 びに も広が り,探 検 のま とめをす

る活動 では,1・2年 生 が一緒 に進 んで協力をす る場面 が見 られ た。 このよ うに,人 とかかわ

ることにおいては,日 常 的 ・継続 的に活動 することが大 切であることがわかった
。

1・2年 生 の合同 の活動 にな ると,2年 生が1年 生 のお世話 をす るとい う場面 が多 くな って

しまうが,1年 生が中心 になる活動 と2年 生が中心 にな る活動 に分 けると,い っそ う,意 欲的

な活動 が期待で きる。 それ は,2年 生 の感想 の中に,「1年 生 に,忘 れて い た持 ち物 を教 えて

もらってよか った。」「案内板を探 して くれて うれ しか った。」 とい うものが あ った ことか らも

明 らかで あ る。 お世話 す る立場 とお世話 され る立場 とい う明確 な区別 を付 けず に,そ れぞれが

責 任を持 って活動 がで きるよ うにな ると,お 互 いに相手 を認め合 い,気 付 きが よ り深 まると考

え られ る。

今 回の活動 は,全 校 での縦割 り班 を(年 間通 して,同 じメ ンバ ーで活動 させた いので)利 用

躍 羅 嘉宴鍛;灘 響 讐写、∴ 響
饗鍵ル ー プ の人 数 に つ い て も

,ひ と りひ と りが 自分'

の役 割 を持 って 活 動 が で き,ま とま る こ との で ・＼ 、≠

きる人 数を考えて いきたいと思 う・ .一 謬

本 単 元 で の反 省 点 を 生 か し・ さ らに1・2年 爵 ・・t

生 合 同 の活 動 を計 画 して い きた い と思 う。

礁

傘
も び

畷
・亀

煙
画

騨
・軸 沸 ・

や

幽,ノ 茸1・

孤 冨

聯螺 響概㌦!
灘 縫ノ 七煽{
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V研 究の成果 と今後の課題

璽 研究の成果

一[気付 きを深めるために]一

(1)人 とのかかわ りに着 目 した学習 活動 の工夫

・児童が人 とかかわ る必要性を感 じる学習活動 を工夫す ることによ り,児 童 は何の ために

相手 とかかわ るのかを意識 し,思 いや願 いをは っきりと もってかかわれるよ うになった。

・人 とかか わる活動 を取 り入れ ることにより,児 童 の活動が活発 にな って きた。 また,か

かわ りを繰 り返す うちにかかわ り方が身に付 き,自 ら課題解決 に向 けて,か か わ りを求

め るよ うにな った。 そ して,そ の ことは気付 きの深 ま りに もっ なが って いる。

・人 とかか わ る活動 を繰 り返す中で,自 分の よさや相手 のよ さに気付 き,人 とのかかわ り

を楽 しむよ うにな った。

(2>人 との かかわ りに関 する支援の工夫

・支援表 を作成 した ことによ り,児 童 の思 いや願 いを共感 的に受 け とめ ることがで き,人

とのかか わ りに関 す る支援 が個 に応 じてで きるようにな った。

・自分 の思 いや願 いを人 に うま く伝 え られ ない児童 に対 して,か かわ りに関 す る技能面 で

の支援 を行 うことで,児 童 は人 と少 しずっ上手にかかわれ るよ うにな って きた。

(3)か かわ りと気付 きの深 ま りを見取 る工夫

・評価 カー ドは,教 師がその授業 のなか で見取れなか った児童の気付 きや新 たな願 いを見

取 るのに有効 だ った。

・見取 り表 を作成 し考察 す ることによ り,ど のようなかかわ りと支援が気付 きを深 め るの

に有効 だ ったのかがわか り,次 の支援 に生かす ことがで きた。

.__」

2今 後 の課題

・人 とのか かわ りが更 に継続 し,日 常化 して い くための活動計 画を考えてい く。

・支援表 の有効活用 を更 に探 ってい く。

・気付 きの深 まりは一単位 時間では見取 りに くいので長期的 に見てい く。

一

ー

1
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